
広場は続くよどこまでも！居酒屋源ぺい跡、きらら広場も再整備へ
合資会社ゼンクリエイト  根津  昌彦

図．JR神戸駅、元町商店街と3つの広場の位置関係図．JR神戸駅、元町商店街と3つの広場の位置関係

　2ヶ月前の号でD51前の道路が歩行者
専用道路化されることが「神戸駅前広場
の使い方を考える会第２回南分科会」に
て、神戸市より披露されたことをお伝えし
た。早速12月のハーバーロードワーキング
では、D51前の車道の歩行者道路専用化
（広場化）の考え方が、神戸市駅前魅力創
造課より提示され、今年5月にJR神戸駅大
阪駅間開業150周年を迎えるJRとも協力
しながら、D51前の道路空間のあり方につ
いて地域の皆さんと共に検討を進めてい
きたいという話をいただいた。
　昨年7月のまちづくり構想提案から、こ
んなにも早く私たちが願っていた「JR神戸
駅～元町商店街への南北動線の強化」の
実現に向けた具体的な整備計画づくりが
進んでいくなんてと、ワーキングメンバーも
目を丸くし、笑みがこぼれる年内最後の会
合となりました。
　また、この日のワーキングでは、神戸高
速鉄道所有地で居酒屋源ぺい神戸元町
店があった場所に関し、現在開発事業の
提案を募集しており、敷地の北角部分の約
300㎡には地域に開放する広場と時間貸
し駐車場を設けるので、その具体的な整
備の考え方について、協議を行いました。
　広場は地域イベントでの利用を可能と
し、キッチンカーを配置したり、時間貸し
駐車場部分と一体的に利用するようなこ
ともできるように設えていただきたい旨、神
戸高速鉄道側に要望を行いました。具体
的な整備時期については未定であるもの
の、工事期間中は広場・駐車場部分が工
事のための資材置き場などに利用するこ
ととなるため、開発事業完了後に広場・駐
車場が整備される見込みであることが、情
報として共有いただきました。
　こうなれば、きらら広場も早く再整備の
話ができるといいなあと思って、新年を迎
えたところ、1月のタウン協定例会合にお
いて、神戸市道路計画課の方からきらら広
場の再整備の設計事業者募集を速やか
に行い、令和7年度中の再整備完了を目指
したい旨の説明がありました。あまりのタ
イミングの良さ、スピーディーな展開に驚き
ましたが、後日神戸市ホームページにて、
本事業者公募がきっちりと発表されていま
した。掲載内容によれば、「設計業務完了
が令和6年12月末」とあったほか、設計条
件に関して以下の詳細内容が記されてい
ました。

①きらら広場は、道路法上の道路区域で
あるため、道路法や道路交通法、建築
基準法等の規制がかかることを踏まえ
た設計とすること

②広場をイベントなどで利活用できるよう
な設えとすること

③夏季の異常高温対策として、快適な空
間の創出のための対策や設計上の工夫
について、目指すべき効果を明確にした
うえで、技術的裏付けをもった施策を導
入すること

④みなと元町タウン協議会より提出されて
いる「JR 神戸駅・ハーバーロード周辺の
まちづくり構想」と併せ、別途業務で実
施しているきらら広場の使い方に関する
地元地域の意見を反映した広場計画と
すること

⑤令和6 年度に市内において異常高温対
策の実証実験を予定しており、その結
果を踏まえて異常高温対策の技術をき
らら広場に導入することを検討している
ため、本市との協議に応じて内容を反
映すること

⑥広場の再整備費用は上限１.5 億円とした
設計の内容とすること（撤去費は別途）

⑦既存物件のうち、以下については存置と
する。それ以外の既存物件については、
撤去できるものとして提案すること

【対象物件・取扱い】
石柱（兵庫縣里程元標と解説碑）⇒存置
コベリンポート ⇒原則、存置
案内サイン ⇒広場内移設可

樹木 ⇒既存樹の伐採や移植の提案は可と
するが、必要最小限に留めることが望ましい
道路（車道）照明、標識、信号⇒撤去・移設不可
歩行者用照明 ⇒撤去・移設可。ただし、撤
去・移設する場合は市の基準で必要な照度
を確保するため、照明の新設等を行うこと

　④では、私たちが提案した内容を踏まえ
ることや、今後ハーバーロードワーキング
を中心として議論していくことになるであ
ろう、具体的な整備計画案の検討内容を
踏まえることと記されているものの、いくつ
かの制約があることも同時に示されてい
ます。現在きらら広場内にある「コベリン
ポート」は原則存置とあるが、これはより西
元町駅に近いハーバーロードの商店街側
の歩道に移設してはとまちづくり構想では
提案しているので、協議ポイントの一つに
なると思われます。また、繰り返し登場する
「異常高温対策」という言葉で、具体的に
どのような内容を盛り込んでいく必要があ
るのかについても、地域の思いと乖離しな
いように協議を進めていくことが必要と感
じました。
　「D51前の歩行者専用広場化」「きらら
広場の再整備」は、いずれもがまちを歩き
やすくし楽しめるスポットを創っていくこと
によって、JR神戸駅と元町商店街を結ぶ
動線を強化させたいという大きな目標を実
現させるためには、最重要の話です。令和
6年の1年間は、またまた熱い1年になりそ
うで、これから取り組む一つ一つの議論や
社会実験で、タウン協の思いを形にしてい
ければと願っています。

　栄町通まちづくり委
員会は、１月12日（金）
10時から10時30分ま
で、栄町通を中心に、ゴ
ミ拾いと不法ビラ撤去、
自転車・バイクなどへの
不法駐輪警告チラシ取
り付け作業など、栄町
通クリーン大作戦を実施した。参加者は、（神戸市都市局景観政
策課）小林凜、（㈱ＫＫテクノ）松本美紀、（㈱神明）中川実幸、（神
明倉庫㈱）藤尾憲弘・大西登紀子、（兵庫県信用組合）藤本吉英・
松井忠久・井上博仁、遠藤健太郎、（広島銀行）岩本、（三鈴マシ
ナリー㈱）稲岡千碩、（新光明飾㈱）中川俊・藤田直之・西村友博・
大森貴美子、（佐田野不動産㈱）佐田野宏之以上、16名のみなさ
んでした。毎月第２金曜日午前10時、栄町通６丁目佐田野不動産
前集合の上、実施しています。お気軽にご参加ください。

◎モネ 連作の情景 ◎あべのハルカス美術館開館10周年記念
　「円空 ―旅して、彫って、祈って―」
会　場：あべのハルカス美術館
　　　 （〒545-6016 大阪市阿倍野区阿倍
　　　  野筋1-1-43 あべのハルカス16階）
会　期：2024年2月2日（金）～4月7日（日）
時　間：火～金/10：00～20：00
　　　 月土日祝/10：00～18：00
　　　 ＊入館は閉館30分前まで
休館日：2月5日、3月4日の各月曜日
問合先：06-4399-9050
　　 　（あべのハルカス美術館）

会　場：大阪中之島美術館5階
　　　  展示室（〒530-0005 大阪
　　　  市北区中之島4-3-1）
会　期：2024年2月10日(土)　　 
　　　 ～5月6日(月・休)
時　間：10：00～18：00
　　　 ＊最終入場は17：30まで
休館日：月曜日
　　　 （2月12日、4月1日、15日、22日、
　　　 29日、5月6日は開館）
問合先：06-4301-7285
（大阪市総合コールセンター）
受付時間8：00～21：00（年中無休）

　観覧ご希望の方は、住所・氏名・年齢・本紙への一言を添え、本紙編集部までハガキでお申し込みください。先着順で2名の方にペア招待券
をお送りします。□読者プレゼント

◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料） ℡３６１－４５２３
２月  ８日（木）～２月１３日（火）1/10Fukushimaをきいてみる　ポスター展
２月１５日（木）～２月２０日（火）甲南大学文化会写真部 卒業展示
２月２９日（木）～３月  ５日（火）フォトKOBE　2024　写真展

◇元町映画館（有料） ℡３６６－２６３６

１月２７日（土）～２月  ２日（金）『映画の朝ごはん』
　無理しない ケガしない 明日も仕事！『新根室プロレス物語』・『ホゾを咬む』
１月２７日（土）～２月  ９日（金）『メンゲレと私』
２月  ３日（土）～２月  ９日（金）『ミッション・ジョイ』～困難な時に幸せを見出す方法～
　『香港怪奇物語』歪んだ三つの空間・『99％、いつも曇り』・『Polar Night』
２月  ３日（土）～２月１６日（金）『その鼓動に耳をあてよ』
２月１０日（土）～２月１６日（金）
　『ブルーを笑えるその日まで』・『王国（あるいはその家について）』
２月１０日（土）～２月２３日（金）『○月○日、区長になる女』
２月１７日（土）～３月  １日（金）『彼方のうた』・『WILL』
２月１７日（土）～３月  ８日（金）『カール・テオドア・ドライヤー セレクション 2』
２月２４日（土）～３月  １日（金）『巡る、カカオ』・『４つの出鱈目と幽霊について』
【予定は変更になる場合がございます。】
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■もとまちハーバークリーン作戦
　１月はお正月休暇のため実施されませんでした。
毎月、第１水曜日１２時より、地域の企業様有志で実施しており
ます。多くの方々のご参加をお待ちしております。

あいあいネット神戸代表 木村 由巳子
　元町7丁目に最初の事務所を置いた時、独居の高齢者が
地域にたくさんおられるのに気づき、楽しいサロンを作りた
いとボランティア活動を始めました。借りた小さなワンルー
ムで趣味の手芸や歌等を一緒に楽しみ、昼食、おやつも手
作りでした。それが24年経った今、介護予防ミニデイ「あい
あいの会」や、つどいの場「うさぎのお茶会」につながりまし
た。「一人でご飯を食べるより皆で一緒が美味しいね」とい
う言葉を聞くのがとても幸せでした。ちょうどその頃、介護
保険制度が始まり、有限会社ケイホワイトを設立して、訪問
介護を始めました。皆さん困っておられることがたくさんあ
りますが、制度上出来ないことだらけ。矛盾を感じながらこ
ちらも24年経ちました。
　近隣の高齢者は独居の方が多く、しかもオートロックマ
ンション住まいです。「中で私が倒れたら誰が助けてくれる
の」というのが皆さんの大変な心配事です。最近中央区で
はタワーマンションが増え、人口は増え続けていますが、個
人のプライバシーが優先され、隣近所も知らず、自治会組
織が機能してなかったり、婦人会や管理組合もない地区も
あります。防災関連のお知らせも「地域の居場所」のご案内
も十分に届いていない様子です。高齢者時代がこの先何
十年と続くのですから、未来への扉もこの方々がまず安心
して住める地域にする事が先決ではないでしょうか？今若
い皆さんもいずれ年を取ります。その時になって不備を感
じても手遅れだぁなどとジレンマを感じながら、せっかくあ
る神戸駅前のSLをまずは元気にして、地域のアイドルにし
たいと思い立ったわけです。これからも「デゴイチを守る会」
のボランティアは、2ヶ月おきに整備、保守をして、季節折々

の飾り物をして皆さんに
喜んでもらいたいと思っ
ています。これからの高
齢者・障害者・子ども・
老若男女を念頭に置い
て相生橋地域が、誰も
が住みたいと思って下さ
るようなまちづくりをま
すます加速して欲しい
と思います。

■未来への扉を開くこれからのまちづくり

《睡蓮》1897-98年頃 油彩、カンヴァス 
66.0×104.1cm ロサンゼルス・カウン
ティ美術館 Los Angeles County 
Museum of Art, Mrs. Fred 
Hathaway Bixby Bequest, 
M.62.8.13, photo © Museum 
Associates/LACMA
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（関市円空館寄託）
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平野義昌

　西村貫一は「書物の趣味」第四冊で次回の内
容を予告した。19世紀ドイツの画家カール・フ
リードリッヒ・シュルツを取り上げ、その蔵書票
著書と蔵書票のこと、書物や研究、本貸借につ
いての格言を紹介する、と。
　ところが、第五冊（1929（昭和4）年12月発行、
限定350部、定価1円50銭）にも、第六冊（30（昭
和5）年12月発行、375部、定価2円）にも、第七冊
（32（昭和7）年3月発行、350部、定価2円）にも貫
一の名はない。
『西村旅館年譜』（以下『年譜』）29年2月、
〈貫一随筆Random thoughts on Books　書
籍、読書、書狂を大阪発行文藝雑誌薔薇派に発
表。／註　第二回ヲ同誌四年二月号ニ発表〉註1
　他の雑誌には寄稿している。同じく同年10月
23日の記述、
〈「蔵書標ニ表レタル言葉」西村貫一随筆、朝日
新聞発行　朝日グラフ趣味講座に発表。／註
　趣味ノ近代層、昭和五年三月十三日、朝日発
行、二四八-五六頁ニモ同記事アリ〉註1・補註
　随筆の内容は「書物の趣味」掲載原稿の簡略
版。書物を女色や酒に換えるな等の道徳的箴
言、日本の蔵書印、西洋の文言、書物貸借への
苦言、蔵書票の起源など。起源はドイツのデュー
レル画伯（アルブレヒト・デューラー、1471～
1528年）というのが通説らしいが、1466年の蔵
書票を紹介している本もあり、「正確に云い難
い」。書名・書誌はないが、貫一所有の蔵書票、
「米国桑港図書館」「ロバート・シンクレア」
「チャールズ・ディケンズ」「ゴンクール兄弟」「ア
ルベルト・トーマ」など12点掲載、さすがグラフ
雑誌。写真
　貫一の寄稿がない「書物の趣味」は第七冊
「編輯後記」で愚痴を書く。前年7月に原稿の大
部分が届き、8月印刷所に入れ、校正なかなか
困難で10月校了、11月下旬刊行予定だった、と。
〈ところが十一月はすぎ、十二月になるも、出版
爺からは何のたよりもありません、爺やの健否
も疑わるるほどの不安があるので、臘末の廿七
日下神、爺やを訪ねました。健在健在、ゴルフ場
建設に渾身の勇を揮っているほどの元気です。
しかしあるべきものがないのでこの始末との自
白、これには返す辞もないので、時季到来をま
つ外はないとすごすご帰京した次第です。〉註2
　同誌は毎回刊行予定が遅れていた。第七冊
では一部の寄稿者に原稿を返還した模様。「出
版爺」「爺や」とは貫一のことで間違いない。『年
譜』の28（昭和3）年5月に以下の記述がある。
〈「Ex-Librisに表れたる言葉に就て」随筆を神
戸グロリア発行、雑誌書物の趣味に発表。／註
　第一回昭和三年五月号。第二回十二月号。第
三回四年六月号。猶　未発表原稿を蔵ス〉註1
「未発表原稿」があることを明言しているのに、
発表していない。既述のように、この頃貫一夫
妻はゴルフに熱中熱狂。貫一はプレイだけでは
なくゴルフ文献研究、ゴルフ書出版、さらに旅
館の一部をミニゴルフ場に改造した。昭和の大
不況・世界大恐慌の大波が旅館業にも及んだ。
31（昭和6）年ゴルフプレイをきっぱり絶ち、経
営専念を宣言する。
　ここで「伊藤長蔵」を紹介しておく。1887（明
治20）年兵庫県印南郡（現加古川市）の生まれ、
1950（昭和25）年没。大地主の五男坊、神戸高
等商業学校（現神戸大学）、東京高等商業学校
専攻科（現一橋大学）卒業。長兄の会社を手
伝った後、貿易会社を設立。1910（明治43）年

西本願寺の大谷尊由（そんゆ）のロンドン渡航
に随行し、ゴルフを知る。帰国後、神戸の出版社
「日本ゴルフドム社」を引き継ぎ、22（大正11）年
雑誌「阪神ゴルフ」を創刊、のち「ゴルフドム」と
改題。昭和の初めに「ぐろりあ　そさえて」創立。
ゴルフ書出版と蒐集、ゴルフ場設立・設計、書物
愛好など、貫一と共通点が誠に多い。註3
　さて貫一、旅館業に勤しみつつ、40（昭和15）
年頃にゴルフ文献目録の原稿を完成させた。加
えて西村家代々の系譜『西村家家譜』も作成し、
親戚筋に配布した。
〈後記　此系譜作成ノ目的ハ、吾々子孫ガ唯単
ニ西村家一族ノ幸ヲ考フルノミナラズ、社会、国
家、人類ノ為メニ益センコトヲ祈ルカラデアリ
マス　皇紀二千六百年　七代目　西村貫一〉註
1
　戦争最中の44（昭和19）年6月、貫一は書物
愛好家が集まる雑誌「陳書」第十五輯（神戸陳
書会、非売品）に随筆「日本最古のゴルフ文獻
」を寄稿。古書入手の経緯と内容を述べる。
『日本のゴルフ史』（交友社、1930年）を出版し
た当時、彼の蔵書中最古のゴルフ文献は1792
年出版のオランダ本だった。その後、1793年ス
コットランド本、さらに1712年オランダ本を入
手した。日本の雑誌では、1916（大正5）年横
浜在住の外国人による「バンカー」。単行本は
18（大正7）の頭本元貞『娯留夫圖説』。このた
び1879（明治12）年の『體操及戸外遊戯』を知
る。本稿にたびたび登場する住田正一（当時国
際汽船重役）の随筆『考古漫筆』にその本のこ
とが書かれていた。
〈……図の如きゴルフの絵があって、其英国に
於ける沿革、由来から競技の方法に到る迄詳細
に五十頁に亘って説明して居る。もちろん翻訳
である。〉註1
　貫一は全国の古本屋に注文書（200～300
枚印刷）を出したが、何も手がかりなし。国際汽
船の知人に住田を紹介してもらい、本を見せて
ほしい旨申し入れる。
〈……数日経て「西村君の事は予てより知って
いる。君がそんなにほしい書物であれば寄贈仕
様」と気前よく御寄贈に預った。〉註1
　貫一は、読者・会員はゴルフに深い関心はな
い、と思い、まず日本での戸外遊戯の渡来・発
祥年を記載する。野球＝明治6年、陸上競技＝
明治8年、ラグビー＝明治32年、蹴球＝明治38
年頃、拳闘＝大正10年頃、競漕＝大正6年、庭
球＝大正11年……。
〈……日本のゴルフは一九〇三年五月廿四日
（明治丗六年）神戸在住の外人に依て始められ
たので、当日六甲山頂で正式の開場式を挙
行。〉註1
　外国人記者が報道したが、貫一から見れば
ゴルフの知識なく「幼稚なる記事」で、プレイ
ヤーの「腕前も大したものでなかった」。　　
　本はその時よりまだ24年前のもの。表紙「『體
操及戸外遊戯』漢加斯底爾譯　明治十二年七
月文部省印行　全」。内容は、重量物運搬、歩
走術、歩行術、遊泳、氷上すべり、カーリング、ゴ
ルフ、弓術、蹴鞠（サッカー？）など。訳者はオラ
ンダ人、ファン・カステール（貫一は「ハカステル」
と読む）。
〈……当時文部省雇の人で、外国書に依って訳
したのであろうと思われます。〉註1
　貫一は訳者の苦心と日本人助手の努力（ゴル
フなど見たこともしたこともないだろう）に同情
する。
〈本文はゴルフの起源から書きおこして語原。遊

学者に対する要領。注意。最後に規則を詳細に
説明しています。〉註1
　読者のためゴルフそのものの説明より珍訳・
珍説を紹介が良いと考える。クラブは棒、キャ
ディーは従者。勝負について、打球数が多い方
が勝ちと思っている。パターは「プットル」。「パ
ターの名手になるのは至難」と訳すべきところ
を、「善き｢プットル｣此器ヲ持テ戯ルル人トナラ
ント欲スルハ皆人ノ目的トスル所ナレドモ成就
セル人ハ甚ダ稀ナリ」。註1
　雑誌「陳書」のこと。1931（昭和6）年3月、
「珍に凝らず、奇に偏せず、例月図書印刷物を
持ちよりて相互研究の小会を催すべしとの議
起りて」第1回会合。毎回15～20名出席。第2
回は池長孟が長崎絵について講演。第3回は
忍頂寺務が清元について。両者とも戦後のへ
ちまクラブ・金曜の会員。貫一は第十五輯寄稿
時に入会した。「西村氏は神戸随一の西村旅
館主人、ゴルフ史の著で知られまた博学多識、
蔵書も多い」。註4
　それにしても戦争一色の非常時に書物愛好
者たちはどのような気持ちで古書を繙いていた
のだろう。米軍による空襲は本格化していない
とはいえ、国民生活は逼迫していたはず。諦観
か達観か。同号の目次。
「古狂歌本に表はれた金魚」「竹婦人呉丈に就
いて」「我國圖書の支那版」「幽霊堂年譜」……。
岡部又蔵短歌三首「學徒出陣」が戦争を窺わ
せる。
〈燃えほてる若人たちの凛々しさはげに神兵と
おもほゆるかも〉
〈わが子とぞ思ひなせしもけふよりはかへりみは
せじすめらつはもの〉
〈八十の老母と孫の學徒とはけさ寫眞とりわか
れ征きけり〉註4

註1　『西村旅館年譜』自費出版　1980年
註2　「書物の趣味」第七冊　ぐろりあ　そさえて1932年
　国立国会図書館デジタル資料
註3　「伊藤長蔵」参考資料。●村田佐紀子「神戸図書出
版史ノート　昭和期（戦前）」（「歴史と神戸」93号　1979
年）　●宮崎修二朗『神戸文学史夜話』（天秤発行所　
1964年）　●高橋輝次『関西古本探検』（右文書院　
2006年）　●Web青羽古書店「伊藤長蔵編／ダーウィン
序文『ゴルフ愛好家の宝典』」
http://www.aobane.com/books/561
註4　「陳書15」（昭和19.6.15）　Web大阪大学附属図
書館・小野文庫
https://kindai.nijl.ac.jp/kindais/OSONT-00115
写真　西村貫一「蔵書標に表れた言葉」（「アサヒグラフ」
1929.10.23）　
補註『年譜』には昭和14年10月にも同じ記述があり、昭
和4年のページではなく、ここに雑誌原稿が再録されて
いて変。神戸市立中央図書館のデータベースで調べると、
昭和14年発行「アサヒグラフ」に同記事はない。貫一には
珍しいミス。

西村旅館（15）

海という名の本屋が消えた（123）
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